
飯能の天文暦学者と和算家 
          ～虎秀出身の千葉歳胤と 

                                          原市場の石井弥四郎～ 
 

 

 

平成３０年１１月２７日 

於：東吾野地区行政センター 

 

                                山口正義                 



                動機・経緯 
 

趣   味    ： 尺八（都山流） → 歴史、構造、音律 
 

中根元圭 ： 平均律（元禄５年（１６９２））、『律原発揮』 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

・千葉歳胤 ： 中根元圭門人、飯能市虎秀の人、 

                 天文暦学者・和算家 
 

・毛呂山町周辺の算額調査 ： 慈光寺の算額等 
 

・石井弥四郎 ： 飯能市原市場の人、 

           関流の市川行英門人、子の権現に奉額 
 

・埼玉の左半分の和算調査 ： 北武蔵の和算家調査 

                    １２年経過  



      １）二人の概要・伝系（系譜） 

      ２）千葉歳胤の概要・周辺人物 

      ３）千葉歳胤の著書 

      ４）千葉歳胤の墓など 

      ５）千葉歳胤のまとめ 

      ６）石井弥四郎の概要 

      ７）石井家文書 

      ８）子の権現の算額問題 

      ９）石井弥四郎のまとめ 
 

 

内容 



千葉歳胤（飯能市虎秀） 

  ・江戸中期の天文暦学者 

  ・正徳３年（１７１３）～寛政元年（１７８９）  ７６歳 

  ・医を業。本姓は浅見氏。何故「千葉」なのか？ 

  ・著書３０部１００有余巻、天文方渋川光洪を支援 

  ・代表的著作 「蝕算活法率」１８５巻、「皇倭通暦蝕考」３巻 他 

  ・江戸で活躍するも一般的には知られず 

  ・墓は虎秀にあり、市の文化財 

石井弥四郎和儀（飯能市原市場） 

  ・江戸末期の和算家、ほとんど知られていない 

  ・文化元年（１８０４）～明治４年（１８７１）  ６７歳 

  ・２５０頁（１３０丁）程の和算資料が残っている 

  ・岩殿観音の算額筆写、子の権現の算額 

二人とも、当時の一流の伝系に属す 

１． 二人の概要（１） 



       荒木村英 松永良弼 山路主住 藤田貞資 小野栄重 

 

＜和算＞     齋藤宜長  市川行英    石井弥四郎 

関孝和                        松本寅右衛門 

 

       建部賢弘  中根元圭  幸田親盈   今井兼庭 

                                千葉歳胤 
＜天文方＞ 

渋川春海  昔尹・敬尹・敬也  渋川則休  渋川光洪 
          ひさただ   ひろただ    ひろなり             のりよし             みつひろ 

（保井算哲） 

    「天地明察」（冲方丁）の主人公 

１． 二人の概要（２）（伝系） 



１）助之進称、陽生号、中根元圭と高弟の幸田親盈に学ぶ（天文・暦学・和算） 

２）幕府天文方渋川図書光洪を助け、「修正宝暦暦」を達成 

 ・暦の歴史   元嘉暦・儀鳳暦・大衍暦・五紀暦・宣明暦（中国暦法） 

            貞享暦（渋川春海）・宝暦暦・寛政暦・天保暦・太陽暦 

 ・吉宗の意向は西洋暦学を用いて貞享暦から宝暦暦へ改暦 

 ・宝暦暦（宝暦５ （１７５５ ）～寛政１０（１７９８））の不評 ： 天文方西川正休と陰陽頭 

  土御門泰邦との確執、宝暦１３年９月朔日の日食不載 

 ・修正宝暦暦（明和６年（１７６９）） ： 筆頭天文方渋川光洪 
      ⇒歳胤の 「蝕算活法率」１８５巻 

３）歳胤に関するの記述 

  「武州高麗郡虎秀村ノ産也、陽生ト号、初業ヲ幸田新盈ニ習う、性穎悟ニ而 

   暦数ニ精、幸田氏ニ請テ学之悉ク其奥旨ヲ得タリ、後古郷ニ帰リ隠遁ス、 

   子孫虎秀村ノ農家タリ」（『算家景図』（天保５年））   穎悟：才智の優れていること 

  「禀性温順、その利を求めず。その功を謀らず。悠悠自適す」 

４）評価 ： 近世の天文学史で積極的に評価はされていない。   

２．千葉歳胤の概要 
８６２年から 
８２３年間続く 

日本人による 
最初の暦 



１）中根元圭（１６６２～１７３３） 
 ・当時著名な和算・暦算家、博学を以って知られた。 

 ・和算・暦学の外に音律や異体字の著書あり。  

 ・吉宗に召されて講義（貞享暦の問題、禁書緩和の建議、暦算全書の訓訳） 

 ・元圭が亡くなった時、歳胤は２１歳（入門は・・・） 

 ・亡くなる前年、伊豆下田で観測（歳胤随行の可能性？） 

 ・元圭側から歳胤の記述は見つからないが、歳胤は著書の中で「元圭先生」と。 
 

２）幸田親盈（１６９２～１７５８） 
 ・埼玉郡中馬場村（八潮市）の領主で、１５０石の旗本 

 ・「友之進と称し子泉と号す。数学を中根元圭に受けて大いにその奥に通ぜり。 

  門弟に幕臣多し、彦循と共に中根流の骨髄たり」 （琴士でもあった） 

 ・天文暦学の著書多数。が、親盈側から歳胤の記述は見つからない。 

 ・歳胤は著著の中で「幸田親盈先生門人千葉歳胤」、「親盈先生ノ門ニ遊フコト 

  年久シウシテ」と述べている。 

３．歳胤の周辺人物（１） 



７．歳胤の周辺人物 

 

 
幸田親盈墓（八潮市 妙光寺） 

中根元圭墓（京都 黒谷） 



３）今井兼庭（１７１８～８０） 
 ・上里町出身、幸田親盈同門、江戸駿河台に住す。 

 ・「幸田親盈の高弟にして、建部派中に在りて錚々たる者とす。数学上の発明術 

  二三に止まらず。傍ら暦学に通ぜり。門弟を養うこと多し。著書多し」 

    （明玄算法、円理弧背術・・・） 

 ・歳胤の著書に、「コヽニ予カ同門今井官子トイヘル者アリ。ヨク算術ニ達ス」、 

  「兼庭者予同門也、無双算士也」  と述べ、兼庭の能力を高く評価。 
 

４）渋川光洪（１７２２～７１）（歳胤より９歳下） 

 ・光洪２９歳（１７５０年）の時、天文方を相続（渋川家６代目）。 

 ・天文学の実力が伴わなかったという。歳胤は光洪を補佐。 

 ・宝暦暦施行３年後（宝暦８ （１７５８ ））の渋川邸（築地木挽町） 

    ・山路主住、山路之徽（ゆきよし）父子等がこの地で測量。 

    ・藤田貞資の著に、「千葉陽生平胤歳 右者渋川図書殿エ熟意数年出入致       

     候 」（日本算者系（天明元年）） 

    ・歳胤もこの地を頻繁に訪れている 

 

 

 

３．歳胤の周辺人物（２） 



５）歳胤の門人 
 ・著書などから調べると、１８名まで具体的に判明 

 ・本多利明（経世家、歳胤に天文暦学、今井兼庭に算学を学ぶ） 

    ・ 『 経世秘策』 を著わす 

    ・ 『本多利明先生行状記』 に、「今井兼庭ヲ算學ノ師トシテ仕ヘ、關流ノ奥   

     儀ヲ習フ。天文ハ千葉陽生歳胤武州虎秀出ノ産、医ヲ以テ業トシ、江戸ニ住ス。 

      ヲ師トシテ奥儀ヲ極ム」 

 ・篠山光官（ささやまみつのり）は旗本、武術に優れ暦学も歳胤に学ぶ。 

      『 蝕算活法率』  、『皇倭通暦蝕考』  の跋を書いている。 

 ・齋藤正順（せいじゅん）は和算家、関孝和の碑を本多利明らと建てた。 

 ・津田立意、鈴木布道・・・ 

６）その他 

 ・山路主住、藤田貞資、小倉無隣・・・ 

３．歳胤の周辺人物（３） 



   

４．歳胤の著書（１）（一覧） 
「凡そ三十部一百有余巻、盛んなりと謂うべし」  

No 史　　料　　名 頁数 東北 天文 東大 国会 学士 伊能 天理 岩田 成立年 年齢

1 天文大成真遍三條図解 34/29 ○ 宝暦8(1758) 46

2 天文残考集 146 ○ 宝暦8(1758) 46

3 大儀天文地里考 26 ○ 宝暦9(1759) 47

4 改暦加減集 20 ○ 宝暦12(1762)?50

5 一葉儀術 29 ○ ○ 宝暦12(1762) 50

6 蝕算活法率（活法暦）　 約2000 　 ○明治写 　 ○1冊 ○ △ 明和3(1766) 54

7 皇倭通暦蝕考 344 ○ ○ ○ ○3冊 明和5(1768) 56

8 皇倭通暦蝕考続編 22 ○ ○ 明和5(1768) 56

9 歳寿万代暦 556 ○ ○ 明和5(1768) 56

10 天文陰陽自然問答 20 ○ 天明元(1781) 69

11 再考積年日法術訂正 17 ○ ○ 天明2(1782) 70

12 一綫儀説 38 ○ 天明5(1785) 73

13 神道天文意弁 35 ○ 天明7(1787) 75

14 授時補暦経 582 ○ 明和3(1766)?

15 推歩授時補暦月離附録月行率 21 ○

16 求立・平定三差略術 14 ○

草莽夜話

天文自然歳胤録

計 3904

「国書総目録」には、
  礫川堂文庫にあることになっているが存在しない（焼失か？）



歳胤の著書（東北大所蔵分） 

１２．歳胤の著書 



１）『蝕算活法率』１８５巻は歳胤の代表作（首巻、巻１～１８４） 

２）明和３年(１７６６)、５４歳のとき 

３）首巻（序文、自序、暦経、立成） 

  ・暦経は天文学的内容で、各種天文定数などの説明  

   例、歳實三百六十五萬二千四百一十五分二十八（回帰年長。太陽年） 
    （太陽年：春分点を通過して黄道を一周し再び春分点に戻るまでの時間） 

         貞享暦 ： ３６５．２４１ ６９４        日 

      蝕算活法率 ： ３６５．２４１ ５２８        日 

         2018年 ： ３６５．２４２ １８９ ２５９ ２５９ 日（時点により異なる） 

４）首巻の後半と巻１～１８４は立成（数表） 

  ・時差率、北極出地（北緯）高低損益率、北極出地高低各國定率･･･ 

 

４．歳胤の著書（２）（蝕算活法率①）           



６）歳胤の自序 
 ・「明和元年初夏、門人篠山光官、石河貞義、・・・ 

  今井兼庭等相具して来たりて謂う、強いて起ちて密 

  かに率を作る。固誶し、許されず倶に算を考え、 

  明和３年の冬、全１８５巻の蝕算活法率を成す」 

 ・あたかも強要され秘密裏に作ったということか。 

 ・これは、次の遠藤利貞の評価（明治３１年）につながる。 
 

 ・「蝕算活法率は１８５巻の蝕算法と諸数を備えるなり。 

  宝暦１３年９月日蝕は宝暦暦に註無きなり。物議紛然と 

  す、罪は暦官にあるは固き。光洪ら陽生にひそかに蝕 

  暦を作らしめ、これをもって宝暦暦の欠点を補足す。 

  然れども光洪らは公にはこれを行わずなり。これ陽生 

  の功をもって、伏蔽するに終わり、世の人の知らざるな 

  りは惜しむべきかな。余今この書を閲しただ感慨に絶えず仍後序す」 

４．歳胤の著書（３）（蝕算活法率②） 

歳胤の自序 

・この部分をもって、光洪のために『蝕算活法率』を作成したと言われる。 



１）『皇倭通暦蝕考』３巻も歳胤の代表作、刊本。 

２）明和５年(１７６８)秋８月の自序あり、５６歳のとき 

３）神武天皇元年（ＢＣ６６０）～貞享元年(１６８４)に至る２３４０年間の  

  日食と月食を推算した。 

  『皇倭通暦蝕考続編』は、貞享２年(１６８５)～天保４年（１８３３） １４９年間 

４）自序 

  「自分は長年暦法を志しているが授時暦法は今日の天に密合していな 

  い。故に一つの方法を造ったが其の方法は授時暦に似てはいるが蝕 

  算の方法に至っては大いに異なる。これを用いると（上古は）古い記 

  録と悉く合い、（近世は）測見とよく合う。上古から将来の数千年といえ 

  ども必ず密合するを知る」 

  計算には門人１２名と今井兼庭が手伝う。 

４．歳胤の著書（４）（皇倭通暦蝕考①） 

自信 



５）皇倭通暦蝕考の精度の一例（日食の食甚の比較） （参考） 

 ・『皇倭通暦蝕考』：慶長８年４月～天和元年８月の３１件 

 ・『    同  続編』：元禄元年４月から天保４年６月の５０件 

 ・記載されている日食の年月日を西暦に換算し、また食甚時刻を 

  現在の時刻に変換。 

 ・この値と、計算によって求めた江戸での食甚との差分を求める。  
     （計算値の出典は『日食月食宝典』（渡邊著、１９９４年雄山閣））  

 ・結果： 「皇倭通暦蝕考」 分で約２０分、「同続編」分で約２６分。 

    （江戸時代は不定時法からの一律変換には誤差あり） 
 

    この値は・・・・・ 

 

４．歳胤の著書（５）（皇倭通暦蝕考②） 



 

 

 

 

皇倭通暦蝕考 

の精度は、 

 約２０分から 

 約２６分 

４．歳胤の著書（６）（皇倭通暦蝕考③） 

暦 西　暦 差（絶対値の平均）
862～900 79分
901～1000 89
1001～1100 109
1101～1200 98
1201～1300 82
1301～1400 61
1401～1500 72
1501～1600 69
1601～1684 55
1691～1692
1716～1754

宝暦暦 1755～1770 30分弱

宣明暦

約40分貞享暦

「日本暦日原典」より



１９．歳胤の著書（皇倭通暦蝕考） 

皇倭通暦蝕考（天文台） 

   



１）歳胤最初の書物、４６歳のとき。 

２）黄道・赤道・白道差について検討したもの。 

  （ただし、具体的な計算は行っていない） 

３）自序 

 「天文大成三条図解（郭守敬）は誠に妙術だが初学者には難しい。  

 元圭先生はこれを嘆き暦経の前後を正し、親盈先生は数をもって 

 示し門人を導くことが可能となった。同門の今井兼庭は算術に良 

 く達していて、親盈先生は彼に命じて（前提となる）弧矢一術の研究を 

 させ、苦節三年を要して完成した。妙術ではあるが術意が高級な 

 ので初学者には難しい。予は又その術を和らげた」 

４．歳胤の著書（７） 
（天文大成真遍三條図解①） 



４)歳胤が求めた円周率（天径を求めるために） 

 ・建部賢弘が求めた式を兼庭が進化（円理弧背術） 

 ・小数点以下１３桁まで求めている 

   ３．１４１５９ ２６５３５ ９１４  （小数点以下１０桁まで正しい） 

 ・歳胤が用いた式で、１０００桁まで求めてみたが全く正しい。 

  

 

（余談）  

 ・和算の最高記録は小数点以下４９桁（松永良弼）。 

 ・門人の本多利明は同じ式を用いて48桁まで正しく求めている。 

 ・石井弥四郎は７桁まで求めている。 

４．歳胤の著書（８） 
（天文大成真遍三條図解②） 
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『天文大成真遍三條図解』の円周率を求めている個所 



１）天文残考集 

 知られていない書物。４６歳時。測量の仕方を述べている。 

２）天文陰陽自然問答 

 晩年の６８歳のときのもの。「問テ云」、「答テ云」という対の形で、 

 当時の天文学などに対して１４の問答形式で成り立っており、 

 その内容は、陰陽五行思想に基づく。 

３）神道天文意弁 

 ７５歳時の最後の作（虎秀で書いた？）。神国思想に基づいた解釈 

 を述べている。それは神代に出てくる事象を天・地、陰・陽、無形・ 

 有形、日輪・月輪、地・海などなどでアナロジー化しているもので陰 

 陽五行説に基づく。  

４．歳胤の著書（９）（その他） 
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５．歳胤の墓 



補足（墓と天文霊神） 

寛政２年に祀った板札があった。現在は？ 
寛政２年は歳胤が亡くなった翌年 
（早くから祀られていたことがわかります） 

右側面の辞世の句 



           

天
文
岩
の
下
に
は
岩
窟
が
あ
り
、
歳
胤
が
若
い
頃
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学
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た
と
い
わ
れ
る 

補足（天文岩） 



補足（歳胤の遺物） 

・書物は残っていない 
・無名の刀があったが今はない 
・若干の衣類が残っている（橘 
 紋の羽織、月星紋の羽織） 
 
 
・村に残された逸話 
 夜になると先生は庭の縁台に仰 
 向けに寝て天体観測を怠らなか 
 った。いたずら好きの村の若者が 
 こっそり枕の下に、厚紙一枚入れ 
 て様子を見ていたら、先生はいつ 
 ものように空を仰いでから静かに 「今夜は天がちょっと低くなったのかな」と 
 言い、若者たちは先生の精密な観測に驚いたという。 

                           井上紋次郎「飯能出身の暦学者千葉歳胤」より 



・虎秀の隣の上井上の井上元東（１７４６～１８１３） 

・医師にして天文暦術を歳胤から学んだと 

 いわれる （歳胤より３３才若い） 

・碑文に、「天文易道運気に通じ」、「次女 

 浅見氏に嫁ぐ」 などの文あり。 

・３代（彦甫（げんぽ）、元東（げんとう）、太雅（たいが） ） 

 とも医を業 

・歳胤は彦甫から医を習った？ 

 （医を業とした補強材料になるか） 

 

６．井上元東について 



１．出自と生涯 

 ・生年は『 一綫儀説』 の序から逆算で正徳３年（１７１３） 

 ・ 『 天文大成真遍三條図解』 を著す４６歳までは不明 

 ・千葉姓を称した所以も不明。（千葉氏の系図には「胤」という字 

  を付けた武将が多い、同じ月星紋・・・） 

 ・医を業とした（本多利明先生行状記）、井上彦甫との関係？ 

 ・「性穎悟ニ而、暦数ニ精」 （算家景図）、「禀性温順その利を 

  求めずその功を謀らず」という後世の評価・・・ 

 ・「晩年は我が事終れりとして江戸を離れ、故山の緑に包まれ、 

  悠々自適の生活･･･」。 が、晩年も著作あり。 

 ・官につかず自分の思いのままに生きた（著書の署名で散士（閑人・    

    官途に仕えぬ人）、隠士と書いている）・・・歳胤の姿勢 

７．千葉歳胤のまとめ（１） 



２．師弟同僚との関係と活動 

 ・中根元圭にいつどのようにして入門したか（１８～２０才？） 

       （西洋天文学の影響を受けなかった？） 

 ・当時の天文・和算界の一流人物との交流 

  中根元圭、幸田親盈、今井兼庭、渋川光洪、山路主住、 

  山路之徽（ゆきよし）、藤田定資 

 ・確認できた門人は１８名 

 ・その他、幸田親平（親盈子）、小倉無隣（江戸深川の儒者） 

 ・歳胤の観測活動（『蝕算活法率』の小倉無隣らの序） 

  「此の業に心を委ね発憤し食を忘れ仰ぎて天象を観る」、「食を 

  忘れ昼は日の影を測り夜は寝るを忘れて天の現象を量り」  

７．千葉歳胤のまとめ（２） 



３．著書 

 ・確認したものだけで１６種類、３９００頁を越す史料 

 ・天文暦術に関するものがほとんど 

 ・一方で『天文陰陽自然問答』、『神道天文意弁』 もある 

  当時の知識人としては陰陽五行説やそれが組み込まれていた 

  記紀に基づく神道などは当然詳しかった。 

 ・礫川堂文庫の、 『草莽夜話』  『天文自然歳胤録』 は焼失か？ 

 ・７０歳を過ぎても執筆意欲は旺盛。 『天文陰陽自然問答』は６９歳、 

   『再考積年日法術訂正』 は７０歳、 『一綫儀説』は７３歳、 『神道 

  天文意弁』 は７５歳。 

７．千葉歳胤のまとめ（３） 



４．実績 

 ・「蝕算活法率」１８５巻、暦術界に貢献。背景に・・・ 

  「蝕算活法率」は渋川図書の為めに作れり。 

  「光洪らが歳胤に密かに作らせ公にせず、世人の知らざるなりは 

   惜しむべきかな」（遠藤利貞後序）  

 ・「皇倭通暦蝕考」に記載されている食甚と現在の計算による誤差 

  は約２０分から２６分程と推定。その精度は宣明暦や貞享暦の誤 

  差より優れ当時の宝暦暦の精度よりもやや良いと思われる。 

 ・円周率を小数点以下１３桁まで算出。（１０桁までは正しい） 

７．千葉歳胤のまとめ（４） 



５．和歌 

   

 

 

 

６．まとめ 

  千葉歳胤は、（人間的優しさから）歴史の表舞台に躍り出ること 

  はなかったが、和算・暦術に優れ、多くの著書を成し、当時の天  

  文暦術界に貢献した。 また和歌に長け、陰陽五行説・記紀な 

  どにも詳しい教養人であった。 
   

    ★歳胤のことはもっと研究されて然るべきと思います★ 

７．千葉歳胤のまとめ（５） 

・天の文まなふ月日のめくり来て 
           かみのむかしはかくやと知るまて 

・昔来し道をしほりに行空の 
           何迷べき雲のうへとて 



１．千葉歳胤と児玉空々 

 ・琴学（七弦琴）の最盛期を招いた児玉空々は宿谷嘉照（１７３５～１８１２）のこと 

 ・宿谷氏の本貫地は虎秀とは山一つ隔てた毛呂山町大字宿谷 

 ・田安徳川家の儒臣にして、和算家の幸田子泉に琴を学び、江戸牛込の安養 

  寺で弟子百人を擁する琴社を興す。幸田子泉は幸田親盈のこと。 

 ・千葉歳胤と児玉空々は分野こそ違うが、幸田親盈という優れた人物を共通の 

  師とし、共に中央で活躍した。 

２．文人との交流 

 ・大田南畝（蜀山人）の漢詩に空々のことあり〔還郷集（享和２年（１８０２））〕 

 ・谷文晁（画家）、柴野栗山（儒者）、・・・ 

３．安養寺と牛込天文台（飯田橋 神楽坂） 

 ・空々の活躍した安養寺の近くには牛込天文台があり、歳胤と渋川光洪の関係 

  からすると歳胤はこの天文台に通ったことも推測できる。 

 ・歳胤と空々の活動拠点は近かった！ 

８．余談（児玉空々のこと） 



   

３９．余談（児玉空々のこと） 
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歳胤の人間
関係 



１）江戸末期の和算家、ほとんど知られていない。 

２）子の権現（天龍寺）に算額を奉納（『算法雑俎』） 

  ・問文と術文が書かれている 

  ・武州高麗郡原市場邑 石井弥四郎源和儀 文政１３年３月 

３）平成２３年、１３０丁程の和算資料を発見 

  ・岩殿観音（東松山市）や吉見観音（吉見町）などの算額を書き 

   写し、独自に解いている。 

  ・子の権現の問題に至る勉強の過程がわかる史料（円理） 

４）墓石の発見で生没年判明 

  ・文化元年（１８０４）～明治４年（１８７１）  ６７歳 

５）起請文（神文） 

  ・日本学士院に写しあり（文政６年１２月付け入門） 

 

９．石井弥四郎の概要 
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       荒木村英  松永良弼  山路  藤田  小野栄重   

 

＜和算＞     齋藤宜長  市川行英    石井弥四郎 

関孝和                         

                              

         中根元圭  今井兼庭       

                 千葉歳胤       

                          

 

 

９．石井弥四郎の概要（伝系） 

松本寅右衛門（小川町） 

田中信直・馬場安信・久田儀知 

 福田重蔵（小川町） 

 黒沢重栄（熊谷） 

 （関流和算の主流） 



１）『天地明察』（冲方丁）に出てくる問題 

  「今勾股弦勾九寸股壱拾弐寸在 

   内ニ如図等円双ツ入ル円径ヲ問」 

    （勝負絵馬）     （渋谷：金王八幡） 

  「答 七分ノ三十寸 関」 

   

２）算額とは、寺社に奉納した数学の絵馬。問題が解けたことを神 

  仏に感謝して奉納する一方、人の集まる寺社を利用して研究 

  発表や宣伝の役割なども果たしていた。 

３）算額の構成 

  図形、問文、答、術文、（解文）、（奉納年月日住所名前） 

         

１０．算額について 



１）『奉納改正算法』は、文政１１年（１８２８）春、弥四郎２３歳のとき。 

    坂東十番観世音堂（東松山市：岩殿観音）の算額 

    坂東十一番（吉見町：吉見観音）の算額 

２）この両観音の算額を書き写し、算額に載っている解 

 き方ともう一つの別解または改正（変形）した問題を 

 作り解いている。 

３）岩殿観音の算額は文政６年に小高 

 重郷（川島町の人）が掲額、その後 

 焼失。『額題輯録』の確認も部分的。 

 いわば「幻の算額」だった。 

４）「幻の算額」の内容が判明。 

 

１１．石井家文書（１）（奉納改正算法①） 



１１．石井家文書（２）（奉納改正算法②） 
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５）等円の径が与えられたときに、外円と 

  大円、それに小円の径を求めるもの 

 

   



  

  



  

  ６）奉納改正算法 



７）吉見観音の算額の記述 

 



 

 

 

 

 

 

         安楽寺（吉見観音）の算額 

     文政５年４月 銀谷邑 矢嶋久五郎豊高 

４３．算額の例 石井弥四郎はこの算額を書き写している 



１）２２頁、５問の幾何図形を解いている 

２）高崎市新町の於菊稲荷と榛名神社の算額、『精要算法』（藤田 

 貞資）の中の問題など 

 

１１．石井家文書（３）（表題無１） 

榛名神社の算額 



１）仮綴じ、６６頁、 

２）極数題（最大最小）、 

  垜術（だじゅつ）（数列の総和）、 

  円理の問題 

 

３）石井弥四郎が求めた円周率 

    ３．１４１５９２６有奇 

  （小数点以下７桁まで正しい） 

 

４）円理の式の一例 

 

 

１１．石井家文書（４）（表題無２） 



   

   



   

   



１）子の権現の算額は現存しない（安政５年に焼失？） 

２）石井弥四郎が遺した最高レベルの問題。 

３）「算法雑俎」文政１３年３月、２５歳のとき 

４）問題は円柱を角柱で突き刺した 

  とき、空洞になった部分の体積 

  を求める典型的な穿去問題。 

５）術文は短い。まるで俳句や和歌 

  のように言葉を凝縮している。 

 

１２．子の権現の算額問題 



今図のように円柱を梭（菱形）で穿ち去る場合、円柱 

の直径と梭の長及び平を与えられたとき、穿去された 

体積を求める方法はいかに。 

   答に曰く左の方法 

計算方法は、径を以て長を除し之を自(乗)し、率と名付け、径を 

置き長及び平の半を乗じ、之を原数とし、（原数に）率と１を乗じ３ 

と４で除し一差とし、（一差に）率と１と３を乗じ５と６で除し二差とし、 

（二差に）率と３と５を乗じ７と８で除し三差とする。このようにして逐 

差を求め、これらを疉（加算）して原数から減じてその余りが問に 

合う穿ち去った体積を得る。 

   





１）師の市川行英（一流の和算家） 

  遊歴和算家として信州・群馬・江戸、武州へ 

２）通信教授（飛脚便とか） 

３）石井弥四郎も群馬・栃木辺りまで出かけている 

４）遠方との和算問題のやりとりの例 

  石井家文書の手紙の断片 
    「実七〇十二万･･･ 法十〇九四三 

     答六四〇八 下野国足利郡名草村 

     山田平三郎」 
   

５）結果、高度な問題まで扱った。  

１３．どのように勉強したか 
（距離の問題をどう克服？） 



１）石井弥四郎の墓は原市場の西光寺 

 にあります。（今は廃寺、鎌倉時代の板碑あり） 

２）過去帳などと照らし合わせると、 

 石井弥四郎の墓と判明。 

３）文化元年（１８０４） 

 ～明治４年（１８７１） 

 ６７歳 

 

石井弥四郎の墓（参考） 



１）生没年 文化元年（１８０４年）～明治４年（１８７１）６７歳 墓判明 

２）文政６年、１９歳のとき市川行英に入門（起請文） 

３）石井家文書 

  ・岩殿観音の算額を書写してる。「幻の算額」が判明。独自解。 

  ・吉見観音やその他の算額も書写している 

  ・高級な円理の問題を扱っている 

  ・和算の勉強の過程がわかる史料で量もある              

４）文政１３年、２５歳の時に子の権現に算額（積分問題）奉納 
   

５）結論 ・当時としては積分問題など 

         高尚な数学を扱った和算家が飯能にもいた。 

      ・１３０丁にも及ぶ貴重な史料 ⇒（保存や活用方法） 

 

１４．石井弥四郎のまとめ 



   

   



   

   



   

   



   

   



   

   



   

   



最後に 
（私の勝手な願い） 

１．当センターに千葉歳胤のコーナーの設置 
  ・資料はダウンロードなどで自作も可能 
  ・簡単な解説書 
２．展示会の開催 
  ・大学などから資料を借用して展時（千葉歳胤） 
  ・石井家文書の展時（石井家の了解） 
  ・識者による解説書の作成 
３．石井家文書の有効活用（文化財指定） 

  千葉歳胤と石井弥四郎を紹介させていただきました。 

二人は郷土の誇りです。参考にしていただけたらと思います。 
 

       ご静聴ありがとうございました。 


